
DX・デジタル活用の成果や工夫を表彰し、県内に広く発信します。
先進的な取組から身近な業務改善、小さな挑戦まで幅広く募集します。

受賞企業を含む優れた取組を選定 

福井デジタル活用企業20選
募集期間 令和８年１０月１５日～１２月○○日令和８年１０月１6日～１２月21日

ＤＸ実践部門
デジタル活用により、業務の進め方や働き方、
商品・サービスなどに、具体的な変化や成果が
表れている取組を対象とします。

デジタルチャレンジ部門
小規模な取組、小規模企業・個人事業者による
身近で実践的なデジタル活用を対象とし、着眼
点・工夫・実践性・発展可能性を重視します。

主　　催：（公財）ふくい産業支援センター
共　　催：福井県
協　　力：ふくいデジタル推進アライアンス （福井県商工会議所連合会、福井県商工会連合会、㈱福井新聞社、㈱福井銀行）
後　　援：近畿経済産業局、FBC、NHK福井放送局、福井テレビ、FM福井（予定）
特別協力：一般社団法人日本デジタルトランスフォーメーション推進協会

問い合わせ先

ふくいＤＸチャレンジアワード担当　E-mail：dx-g@fisc.jp　Tel:0776-67-7411
ベンチャー・ＤＸ推進部　

第1回

ふくいDXチャレンジアワード
あなたの実践が、福井の次の一歩になる。

募集部門

応募方法・表彰式など、詳しくは裏面をご覧ください。

福井県知事賞
ほか優秀賞３社

デジタルチャレンジ大賞
ほか優秀賞３社



応募のメリット

自社の取組と成果を
明確にできる

県内メディア等で
紹介される機会 

取引先や顧客への
PRにつながる

営業、広報、採用で
使える実績になる

経営層、現場の
共通認識を作れる

ＤＸに取り組む社員の
モチベーションアップ

DX・デジタル活用の成果や工夫を表彰し、県内に広く発信します。
先進的な取組から身近な業務改善、小さな挑戦まで幅広く募集します。

募集対象

対象となる
取組例

応募部門

応募方法
・選考

福井県内に事業所を有する企業・団体・個人事業者等
※令和８年度中に実施、または継続して取り組んでいるデジタル活用の事例が対象です。

応募時に、次のいずれかの部門を選択してください。

応募時に、次のいずれかの部門を選択してください。

最終審査
・表彰式

令和9年 3月24日

最終審査員（五十音順）
　野村 真実 氏（ITコーディネータ協会 会長）
　森戸 裕一 氏（日本デジタルトランスフォーメーション推進協会 代表理事）
　木村 琴絵 氏（Hokkaido Design Code 代表取締役社長）
　長戸 美樹 氏（プロッシモコンサルティング 代表取締役）

※応募内容により、事務局または審査会の判断で部門を変更する場合があります。その際は応募者に確認します。

福井県繊協ビル（福井市大手 3丁目7番 1号）

次のような取組が対象になります。
●デジタルツールを活用した業務効率化 ●紙や手作業で行っていた業務の見直し
●社内の情報共有や連絡方法の改善 ●商品・サービスの提供方法の工夫
●働き方や業務の進め方の改善 ●小規模事業者ならではの身近なデジタル活用

●エントリーシートと部門別提出資料をウェブサイトから提出  
●一次書類審査（外部専門家による審査） →必要に応じてヒアリング→ファイナリストによる最終発表
●受賞企業を含む優れた取組を「福井デジタル活用企業20選」として選定し、特設ページ等で紹介
※ファイナリストには、最終審査・表彰式にご参加いただきます。また、ファイナリストおよび受賞者の取組概要を、
　Webサイト等で公表する場合があります。

ふくいDXチャレンジアワード　応募要項（抜粋）

応募を通じて、次のような効果や発信の機会が期待できます。

募集期間

令和8年10月16日㈮～12月21日㈪ 応募・詳細はこちら
https://www.fisc.jp/dx-awards/

ベンチャー・DX推進部
ふくいDXチャレンジアワード担当
E-mail：dx-g@fisc.jp　Tel：0776-67-7411

DX実践部門
デジタル活用により、具体的な変化や成果が表れている取組を対象とします。

福井県知事賞、ほか優秀賞３社

● 業務の進め方や働き方の改善
● 商品・サービスの提供方法などの変化
● 他の県内企業の参考となる実践性や展開可能性を評価

デジタルチャレンジ部門
小規模な取組や、小規模企業・個人事業者による身近なデジタル活用を対象とします。

デジタルチャレンジ大賞、ほか優秀賞3社

● 業務効率化、作業の見直し、情報共有の改善など
● 取組の完成度だけでなく、着眼点や工夫を評価
● 実践性・発展可能性を評価


